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研究成果の概要（和文）：Ethical Maturity の6つの構成要素において第5段階における（倫理的平穏）の重要
性が示唆された。つまり、いくら倫理的に正しいと信じ、行動、対話したからといって、この平穏がもたらされ
なければ成長にはつながらないということであった。職場環境として組織全体の倫理的実践に対する考え方や風
土に着目する必要があることがわかった。倫理的成熟のためのシミュレーションプログラムにおいては、個々の
リフレクションを促進できることはわかったが、組織ダイナミクスを考慮した教育プログラムに精錬するため
に、システム思考アプローチを加味したものを今後検討することを課題とした。

研究成果の概要（英文）：Among the five components of Ethical Maturity, the importance of (ethical 
calm) in the fifth stage was suggested. In other words, no matter how much one believes, acts, and 
talks about something ethically correct, if this calm is not achieved, it will not lead to growth. 
It was found that it is necessary to pay attention to the way of thinking and culture of the entire 
organization regarding ethical practice as a workplace environment. Although it was found that the 
simulation program for ethical maturity can promote individual reflection, it is a task to consider 
in the future to add a systems thinking approach in order to refine it into an educational program 
that takes organizational dynamics into account.

研究分野：看護管理、看護倫理

キーワード： 倫理的成熟

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
今回の研究目的は以下の２つであった。１）看護職の倫理的成熟指標の作成、２）看護職の倫理的成熟のための
教育プログラム開発である。看護師個々の倫理的成熟に着眼点を置き、シミュレーション教育方法を採用、リフ
レクションサイクルを促進できるようなプログラムを作成した。参加者より理解が促進したという評価を得られ
たが、OffJTの場での学びであることから、組織ダイナミクスの視点をおいたプログラムの開発方法が望まれ
た。本研究は、看護職の倫理的実践能力を組織要因も絡めて、あらゆる立場で働く看護師にとって学びになる機
会をもつことを目指すもので、組織開発アプローチを包括したプログラムに発展させる貴重な資料となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 平成 29 年度より前年度までの「看護師の倫理的成熟とその影響要因に関する検討」より継続
し、教育プログラムの開発に取り組むこととした。これまで、倫理的成熟には個人要因としての
自己肯定感、看護師アイデンティティが、環境要因としては上司のリーダーシップ、コスモポリ
タンな倫理的組織風土が影響すること、さまざまな事例におけるカンファレンス時のパワーダ
イナミクスが関わることが、観察を通じて明らかになった。したがって、個々の倫理的成熟を高
めるためには、まずはその指標開発とユニット単位を対象としたプログラムアプローチが適切
であると示された。 
 
２．研究の目的 
 １）看護職の倫理的成熟指標の作成 
 ２）看護職の倫理的成熟のための教育プログラムの開発 
 
 
３．研究の方法 
 １） 
令和 2 年度 海外における倫理的成熟に関する文献を検討するとともに、Ethical Maturity の
著者に会い、成熟のための教育研修に参加をし、知見を得る。プログラム教育評価指標について
討議し、その情報をもとに試験的な成熟指標案を作成した。 
 ２） 
（1）平成 29 年度 ハワイ大学看護学部 THSCC にてカリキュラムディベロップメントのワーク
ショップに参加した有志（看護教員）とともにシミュレーション教育プログラムを作成。 
（2）平成 30 年度 病棟事例を作成し、有志を募って認知症をもつ入院患者をケースとしたシミ
ュレーション教育プログラムを開発し、臨床看護師 10 名程度を対象にシミュレーション研修を
実施。 
（3）平成 30 年・令和元年度 300 床未満の病院管理者 7名（有志）を対象に上記のことについ
て 2時間程度のフリーディスカッションを計 3回実施。 
（4）令和元年度 認知症をもつ入院患者がせん妄を発症した際の倫理的配慮についてどう考え
るか、シミュレーション教育の中で気づきをもたせるプログラムに洗練。 
（5）令和 2 年度 地域で実施する新人看護師勉強会において新人を対象とした「看護倫理と実
践への応用」について研修を実施。 
（6）令和 3 年度 組織文化の気づきに焦点をあてた事例検討と方法を学習するため、研究分担
者とともにシステム思考に関する研修（4日間）に参加。 
（7）令和 4年度 看護職のためのシステム思考トレーニングのためのシナリオを作成。 
（8）令和 5 年度 組織ダイナミクスの中で倫理カンファレンスがどのように行われているかを
明らかにするために、病棟での倫理カンファレンスへの参加観察を実施。 
 
 
４．研究成果 
 当初 3 年予定で実施予定であったが、令和 2 年から令和 4 年にかけて新型コロナウイルスの
蔓延により研究着手が困難となった。そのため、研究期間を令和 5年まで延長した。 
 
１）Ethical Maturity の著者であるMichael Carrol 氏と Elizabeth Shaw 氏との面談を予定
していたが、対面はかなわず、Carrol 氏のみオンラインでの討論となった。 
Carrol 氏によれば、Ethical Maturity の構成要素は 1. Ethical sensitivity(倫理的感受性) 2. 
Ethical discernment（倫理的識別）3. Ethical implementation（倫理的実践）4．Ethical 
conversation（倫理的対話）5．Ethical peace（倫理的平穏）6. Ethical growth and development 
of moral character （倫理的成長と道徳性の発達）である。これらは順をたどるプロセスであり、
チェーンとなって再び 1に戻る。 
このプロセスにおいて、第 5段階における（倫理的平穏）の重要性が示唆された。つまり、いく
ら倫理的に正しいと信じ、行動、対話したからといって、この平穏がもたらされなければ成長に
はつながらないということである。看護職がこの平穏を感じるためには、個々の倫理実践力を高
めるだけでは不十分であり、組織の中でその行動の正当性が認められることが肝要である。職場
環境として組織全体の倫理的実践に対する考え方や風土に着目する必要があることがわかった。 
 
２）作成した認知症シミュレーション教育プログラムは①シナリオ、②事前学習資料、③開始か
ら終了までの進行工程、④デブリーフィング方法であった。実施は平成 30 年度に 2回、令和元
年に 2回実施した。 
 病院管理者とのフリーディスカッションでは、せん妄患者の対応には認知症研修を受講して



いるか否かが大きく関わること、「自分の親だと思うと・・・」といった情緒的に言動や行動を
決めている傾向がある、ということ、普段の患者を表現するときの言葉で看護師がどのような対
応をしているか想像できる、など管理者独自の視点で看護師を観察していることがわかった。 
 新人研修においては、倫理的感受性の重要性に気づかせることをねらいとしたシナリオを用
いて実施した。令和 2年-5 年まで実施しているが、学生の理解度自己評価は概ね高い。（表 1） 
 
2022 年度研修自己評価 n=44 

 
 
 システム思考トレーニングにおいては、システムループの考え方をもとに、様々な倫理的葛藤
が生じている臨床での自称について、倫理的価値観の対立の問題と職場のパワーの問題に整理
する方法を学び、今後教材として活用する事例検討とそのシナリオ作成に有意義な学びを得た。 
 倫理的職場風土の在り方と課題を考えることにつながるプログラムに修正していった。シナ
リオについては、看護管理者との討論議題として持ち寄り意見聴取を行った。 
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